
―
―
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
に
向
け
て

企
業
は
い
ま
、
ど
ん
な
対
応
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

当
協
会
は
昨
年
末
、
上
場
企
業

５
０
０
社
の
財
務
担
当
役
員
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
Ｃ
Ｆ

Ｏ
に
と
っ
て
の
最
重
要
課
題
（
複

数
回
答
）」
と
し
て
「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

へ
の
対
応
」
を
挙
げ
た
企
業
が
断

ト
ツ
１
位
の
77
％
に
達
し
ま
し

た
。Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
は
２
０
１
５
年
に
も

上
場
企
業
の
連
結
決
算
に
適
用
さ

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く

の
企
業
は
こ
れ
ま
で
「
同
業
他
社

の
動
き
を
知
り
た
い
」
と
い
っ
た

情
報
収
集
の
段
階
で
し
た
が
、
こ

の
６
月
の
株
主
総
会
シ
ー
ズ
ン
を

終
え
る
７
月
あ
た
り
か
ら
、
い
よ

い
よ
社
内
に
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
対
応
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
動
き

が
広
が
り
そ
う
で
す
。

―
―
と
は
い
え
、
社
内
に
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
に
詳
し
い
人
材
が
い
な
い
企

業
も
多
い
の
で
は
。

調
査
結
果
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら

か
で
す
。「
課
題
解
決
に
向
け
た

ネ
ッ
ク
（
複
数
回
答
）」
と
し
て

73
％
が
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
・

推
進
が
で
き
る
人
材
の
不
足
」
を

挙
げ
、
次
い
で
52
％
が
「
専
門
知

識
を
有
す
る
人
材
の
不
足
」
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
は
従
来
の
会
計
と
は

考
え
方
が
根
本
か
ら
異
な
り
ま

す
。「
こ
れ
は
い
く
ら
で
買
っ
た

も
の
か
」
と
い
う
過
去
の
事
実
を

ベ
ー
ス
と
し
た
取
得
原
価
主
義

や
、
あ
る
一
定
期
間
に
お
け
る
会

社
の
損
益
を
重
視
す
る
考
え
方
で

は
な
く
、
極
端
に
言
え
ば
「
会
社

を
い
ま
売
っ
た
ら
い
く
ら
か
」
と

い
う
純
資
産
残
高
重
視
の
考
え
方

で
す
。
要
す
る
に
「
将
来
い
く
ら

の
金
を
生
む
か
」
と
い
う
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
理
論
も
含
む
公
正
価
値
で

企
業
価
値
が
決
め
ら
れ
る
会
計
で

あ
り
、
投
資
家
へ
の
情
報
提
供
を

主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
は
原
則
主
義

と
い
わ
れ
、
従
来
の
よ
う
に
規
則

が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
大
ま
か
な
原
則

に
従
っ
て
、
自
社
の
企
業
活
動
を

ど
の
よ
う
に
会
計
的
に
処
理
す
べ

き
か
、
会
計
専
門
家
と
し
て
の
判

断
に
基
づ
き
会
社
自
ら
が
方
針
を

決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
時
代
の
人
材
育

成
に
携
わ
る
大
学
院
に
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
「
国

際
感
覚
」
が
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る

時
代
で
す
。
特
に
英
語
力
の
向
上

は
必
須
で
し
ょ
う
。
ま
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
の
考
え
方
の
基
本
に
あ
る
企
業

財
務
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
）
の
知
識
の
重
要
度
も
増
し

ま
す
。
先
の
調
査
結
果
を
見
て
も

「
求
め
ら
れ
る
資
格
・
試
験
」
の

１
位
は
英
語
能
力
検
定
試
験
「
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
」（
61
％
）
で
、
次
い

で
経
済
産
業
省
の
委
託
で
当
協
会

が
実
施
す
る
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｓ
（
経

理
・
財
務
ス
キ
ル
検
定
）」
が
57

％
、
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｓ
ベ
ー
シ
ッ
ク

『
財
務
会
計
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）』」
が

35
％
と
続
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
資
格
・
試
験
な
ど
と

大
学
院
で
の
専
門
教
育
を
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
経
理
・
財
務
の
ス
キ

ル
を
高
め
、
さ
ら
に
は
経
営
の
視

点
で
財
務
戦
略
を
担
う
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の

人
材
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

―
―
難
し
そ
う
で
す
ね
。
社
外

の
専
門
家
の
協
力
が
な
い
と
、
と

て
も
対
応
で
き
な
い
の
で
は
。

と
こ
ろ
が
同
じ
調
査
で
「
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
時
代
の
経
理
・
財
務
部
門
の

体
制
（
複
数
回
答
）」
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
高
い
能
力
を
持
っ
た

外
部
機
関
を
活
用
す
る
」
は
26
％

に
と
ど
ま
り
、「
自
社
ス
タ
ッ
フ

を
育
成
し
て
社
内
体
制
を
拡
充
す

る
」
が
92
％
と
、
相
変
わ
ら
ず
自

前
主
義
が
強
い
ま
ま
で
す
。
か
と

い
っ
て
教
育
に
つ
い
て
も
「
Ｏ
Ｊ

Ｔ
（
職
場
内
訓
練
）、
自
己
啓
発

重
視
」と
い
う
結
果
が
で
て
お
り
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と
い
う
軈
黒
船
来
航
軋

に
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
状
況
で
乗

り
切
れ
る
の
か
は
や
や
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
。

実
は
最
近
、
大
手
監
査
法
人
と

組
み
、
５
〜
10
年
程
度
の
経
験
を

積
ん
だ
若
手
会
計
士
を
一
定
期
間

企
業
に
研
修
目
的
で
出
向
さ
せ
る

試
み
を
始
め
ま
し
た
。
会
計
士
に

と
っ
て
は
企
業
の
現
場
を
知
る
良

い
機
会
で
あ
り
、
企
業
に
と
っ
て

は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
対
応
へ
の
専
門
的
人

材
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
単
な
る
企
業
で
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ
だ
け
で
は
な
く
、
豊
富
な

実
務
経
験
を
持
っ
た
講
師
陣
に
よ

る
講
座
が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。
多
く
の
企
業
か
ら
高

い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。

国際会計基準（ＩＦＲＳ）がやってくる。企業の財務
諸表は「投資家向け」をより強く意識したものへと
変革を求められ、ビジネス教育の最前線も新しい
時代への対応に動き出した。ＩＦＲＳ適用に向けた
日本企業の課題や、経理・財務部門の人材育成に
取り組む大学院への期待などについて、企業の最
高財務責任者（ＣＦＯ）らで組織する日本ＣＦＯ協会
の谷口宏専務理事に聞いた。谷口氏は国際財務
幹部協会連盟（ＩＡＦＥＩ）のアジア代表も務める。

●ＣＦＯにとっての最重要課題
・ ＩＦＲＳへの対応
・ グループ経営管理の高度化
・ 資本政策
・ 事業ポートフォリオの再構築
・ 連結決算の早期化

●課題解決に向けたネック
・ プロジェクト企画・推進ができる人材の不足
・ 専門知識を有する人材の不足
・ グループ経営陣における認識の共有不足
・ 予算の不足
・ 金融機関・監査法人などカウンターパートの問題

●ＩＦＲＳ時代の経理・財務部門の体制
・ 自社スタッフを育成して社内体制を拡充する
・ 高い機能を持った外部機関を活用する
・ 高い能力を持ったスタッフを中途採用して
  社内体制を拡充する
・ 多くの機能を別会社化し効率化・独立採算制を図る

※日本ＣＦＯ協会のアンケート調査結果から抜粋 
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２０００年設立（行天豊雄理事長）。経
理・財務分野のビジネスマン向け実務教
育・キャリア支援サービスを幅広く手がけ
る。経営財務の国際資格「ＣＦＯ資格」の
認定機関。経済産業省から委託を受け
「ＦＡＳＳ検定」を運営（０９年度の受験者数
４６３２人）。１０年３月３１日現在の法人会員
109社、個人会員２５７５人。
海外との連携を積極的に推進。設立

当初から米国の財務教育機関、財務プ
ロフェッショナル協会（ＡＦＰ）と提携。０１年
に国際財務協会連盟（ＩＧＴＡ）、０３年にＩＡ
ＦＥＩに加盟。０９年２月ベトナムＣＦＯ協会と
提携、ベトナムでもFASS検定を実施する
ほか、共同でフォーラムも開催。

（やぐち・ひろし）1989年東
京大学経済学部卒、住友銀
行（現三井住友銀行）入行。
人事部で人事・採用・教育
の企画運営業務に携わった
ほか、大企業向けの企業金
融分野も担当。2000年日
本ＣＦＯ協会を創設、専務理
事に就任。株式会社ＣＦＯ
本部代表取締役社長。

日本ＣＦＯ協会専務理事
国際財務幹部協会連盟
（ＩＡＦＥＩ）アジア代表

谷口　宏氏
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企
画
・
制
作
＝
日
本
経
済
新
聞
社
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
営
業
局

日本CFO協会とは


